
 日本の平均気温は１４年連続で上昇しており、今年も猛暑になるとみられてい
ます。夏場の節電に向けて、さまざまな暑さ対策グッズの売上が急拡大している
ようですが、暑い時に消費拡大が期待されるもののひとつがビールです。世界の
ビールの消費量は増加傾向にあり、２００９年の世界のビール総消費量は２４年
連続の増加を記録しました。先進国の消費量は停滞している半面、増加の後押し
をしているのは、経済成長の著しい新興国であると言われています。 
 
 「ビールの消費量世界第１位が中国である」ということは、読得vol.１５
「ビールから見た消費市場としての新興国」でお伝えしましたが、一人当たりの
消費量では、中国の２００９年一人当たりの消費量は３０.２リットルと、 
２０００年と比べて約１.７倍に増加しました。しかし、これは一人当たりの消費
量が世界第１位のチェコの１４２.３リットルと比べると、約５分の１程度です。
つまり、所得水準の上昇とともに一人当たりの消費量が高まる余地があるとも言
えるのではないでしょうか。中国ビール市場を巡っては、各国のビールメーカー
が続々と参入しており、さらに競争は激しくなると見込まれています。 
 
 同様にブラジルやメキシコ、ポーランドなどの新興国でも一人当たりの消費量
は伸びており、新興国のビール市場には、大きな期待が寄せられています。 
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